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京都大学問g:蹴調林のスギ人工造林地内に，機高と地形安考慮した49点の永久プ口ットを設け，

ス*'造林水lζ!英lずる純査を継続して行うことにした。設定i時の調査から次のようなことが明らか

になった。

1) スギ人工林の DBH 波数分布は林分の生長段階によって変化し， ~:湾初期の L担分布か

ら，徐々に成後階の低い部分の度数が減少し， 1:正規分布に近い分布製になった。さらに林齢が進

むと(llfr()く左稲し， ピ…ク!;l:'下!海し目立後除去の分散111話の広い肥土l¥l分布fX1{となった。林分生誌の良い沢

お11ではこのような移行が， iIHi1nおよび斜市上部より速く進むものと予想されたの

2) D.H 11J1線は名**分で経11寺的に変動するちので， DBH 10…30 cmの*1z分のたちあがり

でひBH30 Cl日以上の**分では，雨対数グラブ上を約 45。のfl]I!A:で平行務動ずる傾向がみられ

た。形状比(日/D)との比較から沢部と斜miでは斜ITHさらに斜間上部の方が，また線路が向くな
るにつれて相対的に総高生長の抵下が認められ，ウラゴケとなる。

3) ]訳者括的:におけるスギ人工林収捜予i思表の地位判定から， j議拘・ 650111 UiJ後までの鵠斜の緩

い沢部では，地位2以上の林分が充分期待できるが，斜路1では標高 5001れ までは地位が中経度，

斜i1ii上部では生長の低下が悲しい。

4) 本演のスギ造林対gには1m伐を必裂とする林分が多く認められ，林水のj惨状比を~~.・成すると

林齢25年前後の林分については早急に手入れが必要である O

5) ク?によるスギ樹皮の~fdJ容は拡大j割判明の大部硝造林地の小銭水にまで広がりつつある O

今後具体的な紡除法-の検討が必要である。

6) r認様患のスギの主主長についての詳細な結果は1~ られなかった。斜聞の上部に上がるに従

い，また桜硲も上昇するにつれ主主予ぎが低下することは明らかであるが，今後の総統制査により，

より正機なことが明らかになるであろう。
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1.はじめに

近年，戦後の拡大法林J~lp:制裁された人工**!C対する除1m伐の不実行などの手入れ不}:E，ある
いは不成績造林地の1l:¥:fQ， そしてそれに拍車をかける現在の木材の綴済的な事情の感化と将米の

木材の情強供給のバランスに対する不安から，既設造林地の今後の保育作業のあり;-j，新駐在造林
地の将米計限liのあり方に対するがI検討の必現性が1111.ばれている[)

大学:がi潤Jみにおいてもそれぞれ地域，規模の迷いにより事情は多少災なると思われるが，戦前
期のきめのおHかい造林卒業から i波 rll)ì~後の泌乱期を総て，高度経済成長期の拡大地1~しそして税

在拡大造林J~J に造成された人工林の保向作業にmわれ，ノトmJ鍛造林!時代へと移行・しつつある O 拡

大造林期の造林地は版業単位が大きいばかりでなく地形への配h担任欠きお標高j:ll!にまで納;決され

たため， *~\*の生長の予測や人工林としてのj手術がiお #im となり，今後人工林肱;誌をすすめるうえ

で基礎的な森林データの集積が必裂である。

このような事的から当〕校生前開林においても昭和56年度よりスギ (Cりノ'jJtomerio)apolli，ω)，ヒ

ノキ (C/ta1J!oecyparisobtusa)をはじめ，その仙の針・法若手樹関について組本長年!え2別に主li:I:J主多数の

永久フ。ロット後設け，地形，;fJ1{高の迷いによる人工造林樹海の生長控ぞ就航に知るためのilIrlJ査を

始めたのこれらの永久プロットは今後5年おきに定期的な翻ままを行うものとした。今聞はまず11日

和56，57年度に実施したスミド人工林調査による永久プロット設定時の若手林分の状態について報告

する。縮査結来はスギ人工林の生育j担額を正確に知り，適切な保育作業を討中似し，ミにおける

人工林締法のすすめ方の指針となる ζ と， )校生の森林施識の大きな部分を占める天然林施梁と人

工林施設の関係をI~J絡にし長持・樹立議をするための法機資料としたし、。また，今後調査後継続

することにより，拡大造林Jijjの人工**施業のありブJについていくらかの提言ができればやいと思

つ。

i立川主主努休造1*JflJと研究議が主体となって行ったが，多大の按助助言』をいただし
林教職員名位，ならびに本論文作成にあたり貨滋な資料のMHlちと助誌をいただいた京都大学がn封
林和111茂彦教授，民学音Il林学科王子1'1引首IlJl::l::，京都府治山部必谷茂投n市に対しここに記して感謝
の立を表する。

2. 戸λ1::i1え静林における人工林施業の}出火2)町 12)

/~t生前静**'立大正10年京都府;lt桑 j王11絡 Ifヨ知JH~溺外 8 ケの共有林に99:iド!おjの地上権設定が行

われ，その後-J:f!l購入された附;沼地を合め約 4200h乱を有する o:g;UE地上lfE設定後65年が過ぎよ
うとしているが，その11日j様々なかたちの造林事業が営まれてきた。林地の収り扱い方は民主rr方法

の迎いにより施業方法は人工林jjUl梁と天然林施業に分けられるが，前特が司I，植樹造林などに

より児書rrをはかりその後も硝棟約に保育作業を導入するのに対し， 1走者はi司然のカを利用し林分

の生長過税に応じた十iliD)Jおよび保育作業を遊加えるjjfjj業法とされる。当地は特に天然生スギが

多く生育している地域でありスギの天然下経克新あるいは林地に多数存在する伏条校f{H.'iJのメリり
11.¥い不良)1:業経!のお枯しなどの天然林施薬が波留林の森林施染の火さなI:ill分を占めてきた。こ

のニつの森林施議は作梁様とすれば災質の部分をもつものと思われるが，現主誌の林分では人工法

林J:ll!!ζ隣援するスギの天然生稔樹の多い天然克新地は人工林施議へ，天然克新地内の小関尉人工

法林地の天然林jj塩業への切り被えが行われ，]}l新後の**分はfI年代11]!こ組み;替えられて施設が行わ

れてきた。その結楽人工造林間i街は出静林設定後延べ 300haをil迭すが，現在人工林施業が行わ

れているのは約 250h乳である。



95 

j[二

;LLiJJii」ム二ょι~~DL二二二
四鴻 '30 (SlO) 初 (520}'50M 'eoM  '70{S591 30  

ロCryptomeria japonica 
Chali1aecyparis obtusa 
Ot her coniferous tree 
tsl Broad leaved tree 8 

α3 

。。∞
i
o
o
h

o
o
h
3
0
0由

(
偲
ぶ
)

℃

ω何
C
C一
円
凶

‘-
O 

担
的

ω」
O
』

問

ω」
〈 0
0
ω
1
0
0的

0
0山
i

{εt
出
力
訪
日
二
一
〈

(360) 

Annual planling nrca in i¥shiu Expcrilllcnl:ll 1'01"明tby e日ch，，1ければin礼1r:tn日α

431日当加の倒樹林前I{tl の拙移そ!な111ζ/Jえした。 i対から明らかなように1lj'( ~~Hij相!の90%J2Uニがス

ギでeiめられ，ヒノキは戦前小国杭に試みられたものと近年商J12潟地で航栽されたにすぎな
い。その{Illの針議桜としてはヒパ (Thujopsisdolabmta)，アカマツ (Pimιr内1istjlora)，クロマツ

(P. Th unbergu')， カラ?ツ (LarL1:J(ae!l♂(eri) ， 

ヤツガタケトウヒ (PiceaJ(oy川 'Jlae)，ヱゾγ ツ

(P. jezoellSis)，アカエゾマツ (P.&'lellllii)， ド

イツトウヒ (P・Abt'es)，モザングトウ1::. (P. 

il1()rinda )，コウヤャキ(心iadopzlys，Jertidllata)， 

サワラ (C/UliIl仰り少arupistjel-，α)，モミ (Abies

!irma)，ウラジ ω司王ミ (/1. /l()Jllolept's)， メタセ
コイア (iJl/etasequoulぁlyptostroboid，払¥，)，ランダ

イスギ (Cu1lJling'hamUl!ance()!ata)， Jt漉樹とし
てはケヤキ (Zelk()vaserrata)， クリ (Castωzea

crenata)， ヰユハダ (Phell()dellどiro!talllurellse)，オ
ニグノレミ (ノuglanslIla12dshurica subsp. St"ebol-
di，α?la)，ミズメ(汐etulagr，ρssa)，ウルシ (Rlll!s
開 rlliClf!ua)あるいはそウソウチク (Phyllosta-

clzys heterocyc!a)などがるりこれらはほとんど

が事務所，小法!日間知， rll ~LIII:1 I3JガII(1玄12)付

近の見本林などに小mWltC41自殺されたものであ

る。

蹴習jや1，の造林史はgI:jつの11針℃に大出守れるO
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すなわち淡智林設定から昭和10年代半ばにかけての戦前閣の造林，これは;{%~高 700 m 前後のゆ

，J，付近を施設の中心としながらも低標高の本流筋に植栽された時代，次にそれから昭和30年代前

半にかけての戦中戦後の造林で，戦中戦後間もない!時期の一時期総裁が行われなかった11封切から

戦後主に標高 500m 前後の由良川本流筋に行われた時代である。この両者共総裁i也は天然生ス

ギの分布が少なく，生長の良い沢部5f1.境地そ中心に行われた。三番陸lまi昭和J40年代をどークに標

高 600-800111の内杉と下谷に櫛殺されたもので，当能静林の大商務拡大造林j割にあたり斜iIuJ二部

にまで総裁i民htまjよがり， 1171和50年に急激 l吋刷会部*~を減ずる。その後は内杉，下谷，中山を結ぶ

林道本線の文線沿いにあたる 4，6林班の天然生林択伐後の沢部や-fjlli涼開地をや心lζ小部約に

~自殺されて現在にいたっている。

次に各々の11制約の造材、事業について過去の記録を辿ってみよう。演習林の設定当時の状況，特

(ζ造林学識のj践3たについては!昭和 3&ej二発行の演習林紙製2)並びに昭和 5年発行の主主出習林施議

議(昭和5年一14年)5) に詳しし、。まずその中の地上権設定紅議には地上権設定の閥的として

「京都市関大学ニ於テ学術研究及実地演習ノ間的ヲ以テi密林事業ヲ施行スノレモノトスノレJさらに
「造林事業トハ契約成立ノ日ニ於ケノレ)，L木ヲ伐探シタ Jレ後天然及人工造林ニ依ル立木ノ造成ヲal!J

イjと紀され，演習**設定目立後より造林事業を開始し，大正10&pから11&1三にかけて約 62001113

のスギ材を生践している。しかし「之ハ林中'f:Iノ感化ヲ助長スル処モアワ尚又交通不舵ノ時代ニ敢

行スノレヲ不得策トモ考ヘタノデi民後ハ1:1111ニシタ。 il*l葉樹ヲ巻枯シテ「スギjノ生:民を助長スノレコ

ト，税樹ノ之シキ個所ニ十!日航ヲ行フコト，無立木地ニ造林ス JレコトJさらに打スギjノ生長ヲ促
進スノレ為ニ之ガ妨答ヲナス澗葉樹ノ除去ヲ初jムノレニ及ピ之等総葉樹ノ利用方法ヲ考究シ先ズ之ヲ

)fJヒテ総裁ヲ栽培セントシJと「功:ラ「スギ]ノ資成ニ勉メJr伐採ヲ幾ジタJと記されている。
実際昭和初持!の部i習林の造林卒業は広葉樹を主体iζ戊採が行われ一部伐採されたスギは建物など

の施設工学資材，研究資材として用いられるか， I徐間伐などの保育目的にl繰られた。伐採は比較

的スギの天然分布の少ない保線路地それも斜面下部で行われた。成策樹*;1・の利用については当時

「クリJB外はほとんど利府側織がなく，その利用法として枇詳栽培，製災事業が行われた。当
時造林卒業は事務所(牒高359111)と中山作業所(標高‘630111)そ拠点、に行われたが，昭和8-12年

には事務所から小遊間に軌道が路設dれ，昭和10年には学生実現雌殺として炎治谷作業所が建設

され岡地域の事裁が飛躍的にのびた。造林保育作業は植樹造**iîij;fi~が 1 ha未満のJ緩めて小説棋
なものが多く， 1 ha以上の造林!fuにあっても締抜本数奇考慮すると天然林施業の中で補織的な窓

i球でi断おされたものとjAわれる。総裁苗水は「天然強伏条閉ヲ砲桜山出シスノレ方法，天然強伏条
ï3trヲーj主的防i 内ニ於テ育成シタル後il~I封シス Jレブ5法，苗r1おH付ニj路線シテ逃成シタノレ樹木ヲ用フル

ガi法，1司HIlJヲ取リテ践妓11.1地ニ臨[掃ス Jレ方法，拘1穂ヲ-sJ盟関内ニ持水シテ育成シタ Jレ樹ヲmフ
ノレブJ法令cJが試みられ，特にー諮問の天然l:Ei犬条筋取締と称される櫛樹方法は r;i'tノ生長級メ
テ迎々タルモノニシテ弼底災生態ノ比ニ亦ズ，又従米主í~~セノレ地域ノ多クハ谷筋ノ平沼地i投雑翠

ノ繁茂甚ダシク為ニj応出サレ議々{lll長ヲ!dJゲラ JレJレニヨザ充分ノ下刈ヲ袈スベシJ7) と早期より

事業イ七四織な点が指摘された。 f貯水は外lζ当時精力的lこすすめられたスギの天然下趨東新試験lh

11出滋試験の d~地余剰報!樹，疎開地，歩道沿いに生じたスギ天然災住商をi夜桜あるいは一旦描闘で

養成後山出しするブJ法もとられた。部闘は当初事務所付近，仁I:ld~作業所イせ近および林間各所に設

けられたが感染の拡大とともにその中心地に近い赤i憐，11、迷，七瀬あるいは岩谷，才、ジリ谷など

沢部街地lζ増やされていった(閲 2)。また教育実習問的から事務所， CIJ dJ作業所付近lζ見本林

造成がれ秘Idれ外悶樹積を含めた多くの針・ r1:紫紺樹騒が導入された。樹木は購入によるもの
の外に，演習林試験地(当時台湾，朝鮮， ~1~太にも樹首1林があった) I悶，他大学説習林3 国公立

林業機関などとftIt伝的な樹木，綾子交換が行われ，それらの謎成は本部試験地，上賀茂試験地，
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生演習林樹防|で行われた。このように演習林設定時期jより戦前期の造林卒業はあくまでも天然

分布するスギを主体に天然林施業が行われ人工林施識はこれを補足する形で行われたのこの時期

の森林の東新方法に関する試験研究は現夜まで演習林の研究業務の基礎となっている。

次に昭和10年代半ばから30年代前半についてみると，昭和10年代2いばから|立-界大戦への突入に

より造林卒業は停滞期に入る。伐採は航機用材として使われたブナ (Faguscrcnata)をはじめ

終戦確後一時伐採憶が減るI時期はあるが年々続けられた。人工林への櫛栽保符作業は滞り，数少

ない記録によればモウソウチク，クリ，ウノレシなどの特j有樹，梁樹，特用林産物，商標高i訟での

水稲栽培・試験など，救荒作物，林践物の植業主栽培に努めたようである。昭和例年のへスター台風，

昭和28~俸の13号台風で林:l:lli，施設に;機滅的な被擦を受けながら昭和初年代半ばから事業の建てな

おしが計られた。昭和初年本流筋の軌滋は七i瀬まで延長され，昭和:127年には践林427で:iE闘の米利

用資源の開発の~;\~t乙沿い，京都府の協力製訟で災地開発林道の開設に着手した830 林内への林道

路設に宇l'いこの時期より伐採畿は急激に増加いこれは117:3和30年代にどークとなった。この時期
のおrr梢造林地は本流筋にs自殺されている軌道に依るところが大きく，事務所と小諸簡[出iで生政さ
れた樹木を用いて，に!被中戦後の伐採跡地を中心に本流沿い沢吉Il3[!:唄地に小市街に行われ，ノj、
逮苗翻付近には見本林の造成が行われた。

昭和初年代後半から40年代についてみると，まず奥:L1I.!BI~発林道 (IÁJt~線)は昭和42年までに10. 3 

km開設され， 19自殺に伴い伐採は拠地商標高地へと移った。 当時の演習林概説 (11tH可J32年度)3) 

によれば本棋の胞業方針として「主としてスギ林の予如実，特lζ伏条スニドの増殖や保持方法設に林

地i間市造林の研究をなし，併せて有j羽広葉樹林の造成をはかるJr林政物の利}fj，拠地1'*の開発
lこ関する研究のための造材，加工授に運搬路設などの事業も持う」とし官行折伐 o夜営造材っと
立木処分をあわせた年伐殺を50千石(約 13900m3)，その結泉生じる伐採跡地について「年々新

組 301m，天然克新補助作業 70加を行うJとしている。しかし実際は昭和初年代に年間1万
m3 を紐える伐採設となった年もあったが10年間に約 74000m3， I協和40年代lこは伐採放は減少し

て約 54000m3，昭和50年代には年度による較裁は少なく約 16000m3となった。植樹造林i五i1'iIは
昭和30年代は年間i5 ha前後行われたが，造成された造林地は301f.代半ばより林道，伐採協加の
商標高地への移動により標高 600m 以上に移り，昭和40年代は本演における拡大造林WJのピー

クにあたり年間 10ha以上納栽された年が多く， 施業は標高 600-800mを中心に行われた。 こ

の間昭和145年までは総裁木はほとんどがスギであったが，その後中山イせ近の見本**1ζ北方系の針

葉樹が用いられ，また商機潟地でヒノキの椛裁が試みられた。 ζのように昭和20年代終りに始ま

る林道開設に伴う伐採践の増加そして大部綴の拡大造林l立高度経済成長下での時代的風潮と造林

水スギに頼る当時の我閣の林業事情によるところが大きいが，本演においては土地所有者との聞

に交された分収梨約履行上の制約が大きな引金になったものと，Uわれる。拡大造林J~jの試験研究

はζの様な寝静を踏まえスギ、人工林の逃・成，特lこ予手掛lζ関するものが多く「スギの宵穣に関する

研究Jrスギの人工造林に関する研究Jのr.IJで， l?i'i.:l:lli別スギの生符比1践に!鶏するもの14〉，林内政ス
ギド1fj英樹からj領木簡増殖に関するもの15〉，伏条稚樹からj術水路増般に関するものl日)， 111地i底部地

林に関するもの17〉，スギのクマ被害lζ関するものゆなど多くの研究成巣が報告され，事業的にも

伏条稔j討をj羽いたj!事木簡の生践が軌道にのり，挿木はほとんどこれでまかなわれた。ヌド演の全生

産樹木に対する掬水路の割合は，昭和30年代には年間約9200本生1裂された樹木のうち56%，40年

代には約22000本のうち84%を占めた。また林内紛英樹からのj積水路による造林，山地確抑による

;造林も試みられた。

昭和50年代!C入るとオイノレシ自ツク，資金ほか諸物倒のi潟!賂，木材Tlr況の低迷といった外的経
済事情もあるが，演欝林では拡大造林iζ対する懸念と，その時期に残された膨大な人工造t*地の
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に追われ新植地は減少した。施識の中心はl}q~*;J\ l泣から分かれた文線沿いにあたるし

s 1水車販に移り，伐採は年間 20001113 まで，fffrjllli:部騎はふ4haとなった。しかし拡大造林却!の大

同樹造林地の下谷勾杉をI:I"心とする1"刈， 脅越し， I徐伐， 枝打ちなどの人工林の保持作業は

50年代初jめには年間態べ 150ha に近い凶器{となり，これらも近年は減少し 50hはまでにとどま

っている。そして羽毛E造林事裁は年間伐採部，ftlを 10明 12haで択伐を.::1:とし， 関t!日として

林h'ui*を中心に天然スギと有JH広葉樹の説交林そ育成することを目標としており，釘JlJj却額の少
ないところや天然斑fffrが閤婚なところではスギやヒノキを際状，または小閣総で植栽して， 70年

の長伐J~HÚi梁を翻 i僚にした保符をする方針で逃められている (1昭和60年度協習林業務議員会資料

1985年 4 月 )o~刑法i古川iは樹i紛争F設定の級協か あるいは羽在そして次代の研究対象にな

りうる林分を造成してゆくために，今後年I1iJ2-3 haは{総保することが必裂とされるが択伐後の

林地の状況によっていくらか変動するものと思われる。現在人工法林に関わる試験研究としては，

政地別スギの住対比較試験，造林樹義fiの生符比較試験，総栽密度による~j等比較と作業功 Iこ|英!

ずる研究，天然林純識の cþ での植樹造林を;\:!;t定して，務齢!ぷ誕j虫rt;J\内での樹l~jlu#iえによるスキ:¥

ヒノキの~ミ狩比較試験，必j下におけるスギの災住簡と i攻防閣の生育比較試験19) などの総研究が統

!づられている。

:3. 調在方法および制査地の概況

本演習林は京都府の東北端部，主ii;JL 滋賀両践に接した由良)11の上流域に位縫い標高 355“
959 m， 分司'fjq学性からみた森林は天然生のスギの混じるYI温帯熔梨広葉樹林とl授殻搭葉広葉樹林の

挽移帯にぬたる20， 21)。地J~tま全体!こ急峻で桜山 700m 以上の111品川11，段上流{il)は税制l.J.訴状となり

尾岐部から沢部への斜I総長は短い。土壌は禍色森林士.でおおわれているところが多いが?

標高のj話紋部にはポ 1-'ゾ、jレがみられる22>。標高 359m の事務所構内の年平均気蹴は 13，OOC，

開水致は 24951l1Hl，硝強深は 1…2mとなり 4，23)，標高 s40ll1の長治谷作議所では過去の観測結

栄から舵終すると事務所のものより年平均気温は 2-3
0

Cf尽く，年降水没は 4001111lll'i!皮多く，

はふ3mとなり12月から 3)~にかけて総省1ことざされる i丸山。

人工造林地問舗は前述のように現在約 2501m あるが，そのゆでスギ造林地凶払ミは約 220ha 

し， i銭高 3sOω900111 の!日Hこ総裁されている。高撚おの尾根設111こまれにみられるポドゾノレJ波

での総裁地はみられず，ゴ二i21深の一部設いところもみられるが，当地域の大~Il分を占める補色森

林.:1:.に総裁されている。水制査は本部における機応，地形の迷いによるスギ人工林の生育の迷い

をゆj らかにすることを段的とするため，制ままに入る n立に机Jニで逃林合 11\長，造林i倒閣，地)~閲をjお

いて淵~E対象地林士山の巡別を行った。対象林分は恭本的にはヒノキなどの混植地は避け，比較的

地林fIiÎ~~fが大きし総裁;本数に縦端な迷いのない，しかも補地は秘主~次年度までに行われ，

作業も遡1主導入されている造林i忠告JiJj想としたがう地林地の快挙~;Ì.似:誌を知るために 1j11~以下授の散

らばりと!よがり， J:1l!.形法，標高認を抵視したためこの恭準外の逃*~\J:;iJ!.も綿資対象になったものも

ある。また前述の総にi昭和30年前後までの造林j訟は沢郎SjZ;lfl.地へのl波紋地が多く，地形の迷いに

よる総裁*の生長設そlE総に促えるのは対:しいと考え，拡大造林Jijj(ζ総殺された内杉，下谷の部

般の大きい造林地内 lζ翻翌五!去を多く採り今後の継続純資により同一造林地内での標高，地JI~蕊に

よる~ミ夜の迷いをより正悦に明らかにしていくこととした。これらの資料をもとに昭羽156 ， 57年

!立に現地出if資の結果49点の永久プロットミを設定した。

方法は斜街!こ向い斜尚子・自Ilt三階jを基点に斜路!維で 20x20m の:JJ1I~区そ設け，間闘にプラ

スチック杭安打ち艶!苛:分しサブプロットとした。調査部るをは林祝により多少土器減したが，今後椴
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栽オミの主主:院により期積拡大の必袈が!:Eじた場合には，接点、を戦lζ国fl!tの拡大をはかるつもりであ

る。プロットとサブプロットの中心で方位と傾斜を測定し，プロット全体の標高もあわせて測っ

た。プロット内のスギ¥ヒノキについては金木を，また大筏の広葉樹が存在する場合も翻資対象

としIU:木翻ヨ立を行った。まずダイモテープと鍬釘を用いて測定木の斜面下音担保L地際紛!支部に

ナンパリングを行った。測定はJK~~ヰ(地上高1. 3 m)以上の測定木は金木の胸高直係 (DBH)，各

プロット20本線皮について地上高 0.3m のi夜筏と樹高総定を行い，以ui関以下のものについては

池上高 0.3m のi直径と地際臨径〈地上高 O.Om) をあわせて誤~る ζ ととした。さらに鵠査地の状

態をより的確に認識するために側々の測定木の形状について，ク?などの動物答による被努状況，

天然住専'{l樹の可能性，営努などの気象答，被圧水など林地で気がつくことを記録した。翻3誌は林

木の生長停止!~j にあたる RSú秋から j干t森に行われた。尚各プロット番号は造林台般潜号と，同一造

林地でのプロット数よりつけられ，サブプロット番号は接点、から右四りに1イとした。

その・紡糸得られた偲々の翻変地の概況を表 1!ζ示した。林齢は融資年の昭和56，57年時を基準

にし，線高は調査時の測定{院を机上で1/5000の地形館，造林闘で補正したものである。プロット

帯号127-1と128-1翻資!まは演轡林設定後購入された附砕地内の造林地で，購入時に既に綴殺され

ていたものでヒノキとの滋相地であり，330ゴ翻笠区内には天然生のヒノキが1本合まれた。胸i碍

i新聞積合計と平均胸高i的援は制変地内スギ，とノキ金木を対象にしヒノキ浪人地ではスギだけか

ら算出した{伎を括弧で示した。

昭和30年代前半までの林i始25年以上の翻笠地は前述したような本出溜林の造林事情から様商

385吋 560m の本流と標高 625-660m の中山付近の造林地に設けられたもので，沢部が多く，そ

のEいでも特iこ{償斜 20
0

以下の平組地が多い。 i例外妨げ，18年の内*~入り口の調査地では綴硲 600m

以下の翻査誌があるが， ζの11創出までの林齢の若い造林地の翻笠区はほとんどj京高 600-900111 !ζ 

設けられ，傾斜は 30
0

前後のところが多い。林紛令18年の鵡主主地は本棋の拡大造林期にあたる

内杉， 下谷の逃~*;l:訟に設けられ， 特に361-，363勺 375問調査区は一様に手入れされてきた向一

造林地内に多数総資誌を設け，今後標高，地形の迷いによる林水の生長級過を正確に捉えること

ぞ目的に設捜した。林齢7年までの調査地は内杉林道文線沿いの4，6林破のi潟機潟地の斜部上

部に設けた。本演の過去からの人工林の総裁本数は天然林内に補植的iζ総本~，されたj水分，一部密

度試験が行われた林分，直帰，伏条磁を立場:臨機殺した林分を{徐乱 2500吋 3000本/加のところが

多い。成立本数は当然林齢によって奥なるが，制裁区陪のばらつきが多く3000本Ih乱を越える林
分もみられた。調査区の部積が小さく，比較的成立本数が多いところに翻蕊区が設けられやすい

点は読めないが，当地が天然生スギ林の多い地域にあたるため天然生の伏条稔樹が多いことに起

悶ずる場合が多いとJJ1われる。天然生によるか，人工総裁によるものかの判断は高齢林分では比

較的難しい作業であるが，務i始j水分では締裁!間関， 1溺J多から判断しやすい。実際特に者1Mの斜商
上部林分，たとえば390-1調査!廷では37%，363-2縮査区では36%が天然生秘樹と認められ，特iと

?悶i傑潟地の斜同上部iζ多かった。 j向i認断間程i合計は成立本数と後述のように当地のスギの形状に

も左布されるが，沢母sの高齢林分でかなり高い備となり，平均j掬商政筏は**分内の小筏瀧樹の存

在によりやや小さな織となったところもある。標高，地形の迷いによる生長去をはi司ー林分内に多

数翻査院が設けられた361勺 363-，375の翻資慌の結果をみるとより明らかで，概して標高が高

くなり，斜簡を上がるにしたがい成立本数l立地方IJし生長低下が等しい。しかしこれらの林分は米

だかなり殺齢なため林分としての生長は米知数であり，今後の澗資の継続によりこのような'=I~育

環境と地スギの生長特性も明らかにされるものと思われる。
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4. 結果および考察

1) DBHの度数分布

各締3銃器の DBHの2cm措約による度数分布を悶3fζ示した。閣から櫛裁11をの一律の DBH
から櫛裁後10年前後まではL型の分布裂を示し，徐々に践筏I~をの低い部分の度数が減少し，林齢

20年から301f:.の分布Z授は車偏，お{揃，ニ踏またはどークの高低はあるが正規分布に泣い分布型安
示した。さらに林齢が進むにしたがい漸次左備し， ピークは下降し， j夜筏i絡の分散I~自の広い1正規

分布製となった。またその分布製の移行は造林水の生長が良い沢部では斜硲およひ、斜illU二部に比

べてより速く進むものと思われた。

林木の直接分布について大隅仰は r-j与問令林のi留経分布は，允ず議本型たる正規型をとり，
それより林令と共に漸次忠偏していって， Charlier・4 型から Pearson-I製へと進むJとしてい
る。木綿査結果は，個々の調査誌の面積が小さいζ と，さらに当地が天然生スギの分布地にあた

り，絞殺11寺に既lζ天然生伏条税樹が多いζと，櫛栽木も当地i患のアシウスギでほとんど占められ

るため生育期間中に倒伏した場合あるいは下・校をたらし地総より発根し伏条簡として林分の後継

j討になりうること，地スギあるいは当地のような気象条件下での生育特性，そして手入れ不足な

ど多々考燃しなければならないが，ほぼ大隅;が指摘したのと悶織の結果が得られた。

2) D♂f 関係

各締査思のJJi節商目立径 (D)と樹高 (H)との関係を珂対数グラフ上に示した(関 4)。一般に D-

H関係は 1jH=AjDh十日という逆数式で近似され26〉，ここでA，Bは定数， hは*13対生長係

数である。 hのイ伎は樹積でwなり賜総の;場合1よりかなり大きくなるが，陰樹の場合多くの森林
セほぼ 1fζ，人工林では間伐などの手入れにより小径木が取り除かれ立木がそろうように管聴さ

れるため 1よりかなり小さくなるとされる27)0 .:f井28)は戸生スギ天然、木の D-H関係につい

て h=1.3を推定し，iR交林で中，下j溺にも同一種の個体が存在している;場合は傾向を奥にし，

スギなどの釣挺樹では中間以下において仲長t3::長が鈍り傘裂の樹混となり hがlよりやや大きく

なるとしている。一般にスギ人工林においては平均 DB日10-20cmにおいてや11:民生長が盛んで，
ζの間の形状比(日jD)は大きく(図 8)，t*分内の林水の生長iζ斜体法が生じ D-HI曲線がたち
あがるようになり，造林地ごとの D-H関係も林紛によって著しく変化する。当地のように天然
伎の税樹が多く生存し，林分内の DBHの分布組問が広い場合，被EE木や下腐*も D-H関係推
定の対象lζ測定範聞をひろげると， hのliil{は
1よりかなり大きくなる。人工林においては

林分を構成する金林水よりも，特iζ上関木が

問題とされるため，ここでは部上 h=lと

し各調査区における;後大DBHから D-H関
係推定範闘を設定し，上j濁水の D-日間保の

推定を行った。このようにして得られた各林

分の上関木の D働行曲線を集めたのが関5で

ある。人工林の D-H曲線は林齢援のある林

分間で述続しているわけではなく，般々の林

分は独立して経i時的に移動してし、く 29)。綴;絞

時のほぼ問様な必ti高から上位DBHが10cm
前後の林分までは肥大生長が盛んで，上位
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DBH 30 cm までの林分は D.H曲線のたちあがりが急となり，伸長生長は盛んに，林木の個体

は大きくなり，上位。BH30cm以上になると林分の上脱水の樹高生長に頭打ち傾向がみられ，

関対数グラフ上を約 450 の慨きで平行移動していく 30) ょうである。また沢音I~林分と斜国および斜

市上部林分で得られた D“H 曲線を比較すると，沢部林分は上位 DB況が斜間部と間程度であっ

ても!拍線の閣打ち傾向がネく現れる，即ち，林分内のI:I~J'関氷の樹高生長もよく，速く閉鎖林分に

近づくものと思われた。また一般に斜部および斜市上部林分の D.H曲繰はグラフの右側に櫛り，

肥大生J還に対して樹高生;誌が惑し最大樹高も沢部iζ比べて低いことが予測された。

3) 校生損関林スギ造林地の持儲

調査林分の現況ぞ把扱し，他地域との比較を行うため，京都府よりだされている「スギ人工林

J!文雄表及び材横議J3D 議びに「スギ林分Iff度管 35 

mlぽ!の使い方J32) を用いてオ主演のスギ人工法林
地の将締を;試みた。 ζとで林分材積計算lまスギ

については狩生地方スギ立木幹材樹諜33九混入

するとノキについては立木幹材秘義…一関白木

綿34)ーーイζょった。これらの資料使用上の制約

と，若齢期i立地域により林水の生符特性が特lこ

認なると，忠われるため，林If治20年以上の本流，

rTJ1J付近の造林地を中心に論ずることとし，参

考までに林齢 10-20年の林分より得られたもの

もグラフょに示した。各林分とも，前述のよう

に胸高直径の分布純|恐が広く林分構成木の倒体

捜が大きいため，地批判定に用いるよ騎水平均

樹高は，授賞:上各翻資拡300本/haにあたるj淘商

政後上位氷の樹高平均値とした。平均iζ用いた

樹高は実測値と綿々の調査区で1~ られた D.H

IJll線より算出された推定11立である。よj濁水平均

樹高と，休i紛の関係を関 6-11ζ示した。さらにこ

の儲から判定した各翻資毘の地位から適正本数

を掛り出し，各締資i涯の}j街路i度後」二位木の平均

政篠および立:木材較をZ'il出して示したのが悶6-

2， 1ま16-3である。尚，若手織盗i哀の綿資本数が適

正本数より少ない場合は成Jl本数を用いた。本

流の沢吉li造林地l立地位2以上の良好な**5tと思
われ，斜面では地位3前後，斜部上苦1)はそれ以

下の造林地と推定された。 rTllJの沢部造林地は

上j認木平均樹高から判断すると本流より劣り地

位2前後と思われるが，日ま筏，材識では地位2

以上となり，斜聞では地位4あるいはそれ以下

と忠われる。この様な上R湯水平均樹高， DBH， 

材積による判定の迷いは!r.京都府と本演で用

いられている材騎表と DBH !ζ対する樹高泌

総，あるいはスギの樹形の相違によるものと思
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われる。閲7に各翻液区で得白られた平均胸高官室経とよ胸水平均総高の関係を示し，参考までに京

都府:のスギ人工林材結表でfIれ、られたよ隠水平均総高一平均i賞後j曲線と和問がj校生地方スギ材綴

滋33)で用いた D-HrJ11線をfぬいた。スギの住長iこ伴う D・H関係はi的廷の測定位援にも布される

が)/J¥経水まで対象にすると綾いS学曲線となる。和111式は問齢林を対象に林水全体のひ鋤H関

係を導いているのに対し，木綿資紡泉および京都府の訟は上!潟水平均樹高と平均蹴径の経11寺

変化を表している点で意味も呉なるものと思われるが， 林業においてスギが翻査対象:~5) となる

DBH;:;;4cmの林水を対象に考えると，本踏まま結果は和l苅式に近く，上j潜水あるいは大篠木で樹

衛生誌の顕打ちが生じている。さらに斜附およびi司令部聞と部の樹高rJIJ線は沢郎のものに比ベグラブ

上でおにより，政筏に対する;jllJ~1iの関打ちも iili く現れるようで，斜部は一般に政係強長に対して

樹高~:lQ:が思くウラゴケになっている林水が多く，大篠木になっても樹高の{lflびが怒いようであ

る。関 8は林7/'にの形状をさらにrYjらかにするために本調資林分と，京都府)fil問， l'i¥'l有林36)による

成後一形状比の関係()，¥-対数グラフ)を訴したものである。木綿資結果から，形状比lま秘殺後tlNJ

もない頃の~、1ifl:から平均読経 10cm 前後まで偲下し，平均筏 20cm 前後をピークに上昇し，

その後下i得した。この傾向i玄関有林のものと近似するが，全体的に形状比は低く)DBH注目crn

のrt)大径木では和問式との迎合性が良い。また問符林，京都府のものに比べ，ピークの位置が

ややグラフ i二で布にずれ，高いl立径階で形状比は設大となる。択定IHζ比べ斜ifriでは形状比が抵く，

本流に比べ線高のi高いi判11で形状比が低い傾向がみられた。このように京都府と和83による材磁

表で用いられた樹高I!M~R と木純資結果は，小筏で和 111 と大後で京都府と若干粉j告するji もみられ

るが，材義!i殺のもつ広域性，…j投性から考えると，本iiirのスギ人工林ぞ評価するJ二で充分応用の
さくものと'1労i訴された。

也の標高 500111までの沢部地林地においては地位1-2の良好な住長を示すーブfJ， 斜闘では地

位3前後，斜前上高f)l!はさらにj地位が低下すると予蝕されるのに対い標高 650111前後の造林

地は紛衛生長が惑し沢吉f)は低様i潟地に比べやや地位は低下するが地位2以上のやはり良好な林

分が期待でできるものと，臥われた。しかし斜lfuでは地位3以上を期待するのは難しそうであるo今

後データの集積によりこれらの林分についてもより正被な判定ができるとともに，高機i潟地そし
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て斜Tfijおよび斜図上告15の詳細な検討ができる

ものと忠われる。

次に単位稿者たりの本数と材瀦の関係そ

京都府の続投~~~l:政関32) にてらしj玄19 Iこ示した。

jJfi述したように，淵主記憶の採りかた，天然生

税制の存棋を考脳しなければならないが，本

棋における林齢20年以上の林分の多くがかな

り硲街皮となっている。当地の林紛60年前後

の林分が多くの中，小径;;fミを含む分散ljI日の)1:

いDBHの度数分布を示したため，これらの

林分の本数街!立については内‘検討ぞ袈するが，

林掛30主!!jJij後までの分散i隔が狭く1E規分布に

近い DBH の度数分布をえおす**分について

は形状比もi渇く保持上関伐が必裂である。

4) 校生が~~野林スギ造林地の問題点

我l認では多くの針葉樹が単位i笥積当りの住

性がiw6いため造林樹級としてmいられてき
たが，そのrlJでもスギはその高い生産性とIM'i

の!よい環境への適時性，そして材質に俊れ朋

が広いため多くilll!栽されてきた。過去にお

いてはえ草地遊水の思訟が徹底し沢部を中心に

船主!とされてきたが，戦後の拡大逃林期に布幻自はj去がり，林業技術の進捗と林業機械の改良，大

沼化，普及により，施業単位が大きくなり林木の住民設も現れているのに一体の施殺が行われる

なと、情報鼠:の増加は逆にいくつかの弊擦をもたらしている。林業は限られた地域の問閣として捉

え，技術情報は地域にてらして消化したかたちで応fI]しなければならない。

~~ :ifuは天然強のスギの生脊ずる地域であり，本訟では演漕林投間以?!と天然*~\，人工林において

スギ'I:IJ心の施業が行われてきた。この中で人工材:施梁について現在i夜間しているいくつかの間題
点をあげてみよう。

まず、!fVJ物，腕虫採については拐殺のところクマによる樹皮の剥諮(クマハギ}以外はきわだった秘

密はみあたらない。しかしこれは隠13にも示したように除伐までの保育作業がほぼ終了した造林

水に被容がでるため致命的である。一般にクマハギはスキの住長が盛んなIl寺却に現われI8，37，38，39〉?

天然**では[;例議，大径木を中心lζ，天然更新1;水分では伐採後数年とを絡で生長をfiil後しはじめた林

水に， /J、f笠木を除き筏級lζ関係なく現われる。人工林ではヨミlこDBH10-20 cmの生誌が盛んな

11寺WJ，それも林分内で最も生長の良い水!こ被ミ撃が現われ，天然水に比べて径級が抵いため…l豆!の

クマハギによる斡j諸問のゑ1)皮被答率は大きし枯死にいたる割合もい。地林水の幹回りにひも

くと被容を戦減できるということから数鴻類のテープ，ひも，織を用いて被寄状況を北絞ず

おことも試みたが明らかな結果は得られていない。現在本淡では被惑を受けていない，樹形の俊

れた造林水にひもを巻く作業と，織による捕獲.が行-われているが， 1後変者者f!はま特特1;1に乙林内鎖数の白正巴石m確晴花;な
t撤稔主定主ができていないだけ lにζ 臼然イ保采諜との球ね合いがf難j止t ししい、、。被被;~筏滋 lは立 i駿関賎1怠:顕羽数を減らすす軸のが被?潜5別il

減の段もてつとりばやいブ方J法であるので除j拍剖i首問j司j伐が必必、2袈gな人]ヱ:林号そを片伴中:1心;にこ!控t占忠B与q:蹴も牧t悶誇紘話矧|除ど徐長のかたちでク γ

慌の投i主ぞ行っている。クサハギはクマの行動範聞によるものか，被害木の分布に偏りがみられ，
近年拡大造林j割に級殺された内杉，下谷の DBH10cm以下の造林水にも被害子が広がりつつある。
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それ以前の造林地は天然林内lζ小部1誌にあるためか，被擦を全然受けていないところもみられる

が，今後l立大商務造林地に被獲が紫r:j~して現われる可能性がある。

本演の人工造林地の保持作業は，林分の位夜状況によって当然奥なるものであるが下刈は総裁

後7年前後，除伐はその後4-5年おきに21m，枝打ちは一組問のi徐tJとil寺に裾校払い，その後は林

分の生長lと応じて行うこととなっている。しかしこれらの作業の災行については今後の採題とし

て，特iζ~地の気象容雪容に関わる保育作業として必要な留越しと，間伐について述べよう。

林齢15年どろまでの小篠の，休分においては当地が混鐙の多留地であるため倒伏容が多い。しかし

造林地の傾斜と積怨般に関係するものと，思われる根抜けによる激容は率いにして数年に一度桂皮

でほとんどみられない。そのため本演では，保育関用の高騰と作業時刻jのlilU約から昭和50年代初J

めから総裁方法をlI4め植とし，雪組しは濁擦に関する試験i也と激芸評地Icl担って施行している40)。
林齢15年以上の林分では越智苦手が心配されるが，当地の20年以上の林分が比較的小国積でj湾問の

天然生林によって共倒れ現象などの被擦の拡大が軽減されるためか，あるいは地スギの形状，物

理主的特性によるものか被害率は比較的低い。実際?事務所での気象観測史上段多積留盤を記縦し，

林道，諸施設に大きな被容をもたらした58議習において，昭和59年度磐越しは前年比で約 4般の

10 ha強となったが， m~諮容はほとんどみられず，設も被苦手の大きかった331ωl翻筑区〈当時林齢

19年〉でも務先の踏査によれば，折損容が11タ15，Il1..1がりなどの雪容もいれると26%となり，被
の発現は小径木に集中した(悶10)。この翻査院は拡大造林j切に機栽された内杉入り lコの低標高:J;fu，

沢部にあり，生;誌が良く， !院鼠比数 (Ry);o;:0. 8ぐらいで間伐を裂する林分であり， 2年間の調査

j明治]の問lζ3本のjz枯れ木が生じていた。一般に形状比が70以上の林分については鐙誌による被

ミ与を組組しなければならないとされるが，当地のスギはi窃j始林分になると形状比がかなり低下す

る(鴎 8)ため高密度に漉しでも主林水への被擦はでにくいと，lぷわれる。しかし林齢15-30年の内

杉の低標高沢部造林地および本流戦後造林地は形状比が比較的硲く，また倒イ本援が大さいなどか

ら保符の;蕊l球からも間伐を急がなければならないであろう。 ζのような造林地ぞ含めた林地の保

育には街皮の高い林道網の投備が急務とされるが，現在本演の林道EEf皮はわれ/1被で天然林施梁

を行うのにも文障をきたしている。また間伐の必裂が生じている本流筋はllllL;道特に橋梁の老朽化

により全線 7km の約1/5にあたる事務所…灰野隠のみの述行にとどまり，震設物の搭i!虫は不可

能である。恰'llJl滋，作業遊を合めた林道ーの延長，路網の盤備が必要である。

多くのスギ林業地が天然分布j也の下宮1)1と位j設するように，

E当地においても地スギを用いれば施裁のやり方によってはか

なり期待できる造林地になりうるものと思われる。 4古‘lζ本報
に取り扱った当地における抵線高地， ，際i高 650m 1j11 

後までの傾斜の緩い沢部では，法子i際i認が上がるにつれ斡の

形状は感くなるが充分期待・できる林分になりうると思われ，

また標高 500111 までの斜商でも地栓が中程度の林分になり

うるが3 斜部上宮1)は会般的に地位が悲しく低下し住持が縦し

いと!，問、われる。さらに高標高での地形裁による住宵の迷いに

ついては詳細な結泉は得られていないが，かなり生長が遅れ

ることがヲ宇都され，今後の鵡査結果によっては施業単位の縮

小，天然林施業への切り替えなど思い切った施業方針の変換

も必要となろう。特に大関掠造林地では前述したように動物

るいは今後rilJとな替の拡大がj吉;倶される。林地保
全の設視，造林系主践を続減ずる滋1!3i~からも，当地に多く
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する有用広葉樹磁との腿交林造成は今後の木材需要を考えると充分検討~C.11践する。
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iミesume

49 perm日間以 studyplots were set in planted Sugi (C?')'t!omeriaノザoltica)forest in Kyoto 

University Forest of Ashiu to investigate the growth of trees in relation to altitude and 

topographical factors. The following results were obtained at the setting of plots. 

1) The frequency distribution of DBH c1ass of plots changcs with thc age of plantation. 

Thc DBH distribution is L typc in thc carly stagc of development of thc stand and becomes 

normal in the stand of about 20 years old. Then the mode leans gradually left and the range 

of DI3H becomes wide with the st乱ndage. The chang日ofdistribution typcs on valley is 

f札sterthan that on日lopeand ridgc. 

2) The rclation between DBH and height of tree changes with the age of stand. The 

gmdient of thむcur・veis sharp in 10-30 cm DBH cl乱5S，how巴verbecomes gel1tle gradually and 
indicates at 45 d日以~eein over DBH 30 cm class on both logarithmic graph. The ratio of H!D 

is smaller on slop日andridge than that on valley and decreases with the altitude. 

3) The gl・owthof stands is better on v乱lleyth日日 that0丸 slopegeneral1y. But 011 riclge 01' 

higher札re!tin altitucle the growth of st札口dis WOl'se. 

4) Thinning is needecl within札 fewyears fol' the stancls of 20 years and olcler to protect 

tl'ees f1'0111 damage by snow， wIncl， diseasc and insect attuck. 
5) The bark gnawing by japanese black bear (Selmarclo‘.f !hibetanus /tψom'cttS Schlはほ1)

extencls to Sugi pole stands which have be巴nplanted wiclely in the pel'iocl of expansive afforesta融

tion. It is necessary to clevise a conCl'ete methocl to protect trees frOlτ1 bar‘king damage by 

bear. 
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